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■実践内容：  

     本校は自然環境に恵まれ、敷地も広く栽培活動に利用できる花壇や畑もゆったりとれる。そのような環境のもと

生活科、理科、総合的な学習、環境教育等で、栽培活動や飼育活動を行った。また、委員会活動では、ペットボト

ルやプルトップを集め環境・福祉に役立てている。例として写真に挙げたのは、社会科や総合的な学習と関連し

田んぼでの米作りの実践活動である。個々の児童によるバケツ稲の栽培も同様に行った。 

 

■実践成果：   

     栽培・飼育活動を通して、自然とのふれあいや仲間との協力・協働等の大切さを実感し、生命尊重の感性が育

ちつつある。特に写真にあるように米作りの過程においては、土作りから悪戦苦闘の連続であったが、このような

活動から、五感を通して得られるものは大きかった。   

 

■実践ﾎﾟｲﾝﾄ：  

     昨今の児童の生活環境や社会状況を考えると、自然との共生や環境に配慮したうえでの体験的な活動が指

導上、大事なのではと思われる。その意味で五感を働かせられるような場の設定をしていくのが重要であろう。 


